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1：50,000 地質図幅 

説 明 書 (昭和35年稿) 

 

 

大 間・佐 井 
 

（青森－第1号・第2号） 

 

 

本図幅は昭和32～33年に地質調査を行ない完成したものである。本図幅の調 

査にあたっては東北大学北村信・鈴木義身・多田元彦氏と，資源科学研究所桑野 

幸夫氏から種々有益な助言を仰ぐことができ，また佐井鉱山周辺の調査について 

は，日窒鉱業株式会社から多くの 宜を受け，同社鮎川昭氏からは参考資料と教 

示を載くことができた。 

 

Ⅰ. 地  形 

 

大間・佐井両図幅地域は下北半島の北西端に位置し，津軽海峽を隔てて西南北海道 

の函館方面と相対している。 

地域は主として比高数100mの起伏をなす山地からなり，平地はほとんどない。こ 

の地域の地質は，佐井図幅の南西端に先第三系の地層と，それを貫く石英閃緑岩が， 

小範囲に分布するほかは，大部分新第三系の火山岩類と堆積岩とからなっており，と 

くに火山岩類が広く分布している。 

地形はこれらの岩石の性質や構造に支配されており，おおむね次のような４地域に 

分けることができる。 

すなわち，佐井図幅地域南東の大畑川流域，佐井図幅地域南西部の古佐井川・大佐 

井川流域，佐井図幅の北半と大間図幅を併せた地域，および大間付近から佐井付近に 

かけて海岸線に沿った段丘地帯とである。 

大畑川の流域は主として緑色凝灰岩と呼ばれ，変質したやゝ硬ぃ火山砕岩類で構 
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成された中新世の薬研層と，それを不整合に覆い，主として軽石質凝灰岩からなる鮮 

新世の大畑層とからなっている。両層の分布する地域の間には，地形上の差異がかな 

りみられる。薬研層の分布している地域では侵が進んだ，やゝ急峻な壮年期の地形 

を示しているのに較べて，大畑層の分布している地域では，起伏の緩やかな幼年期の 

丘陵性地形を呈している。たゞこれを刻む沢は，軟弱な軽石質凝岩を削り下刻が進 

み，谷の両壁が20～30mに及ぶ懸崖をなしていることがある。 

古佐井川・大佐井川の流域には，中新世佐井層の流紋岩類がもっとも広く分布して 

いる。流紋岩類は比較的堅硬で，この付近に分布しているほゞ同時期の頁岩や，前記 

の薬研層の分布する地域に比較して侵が遅れており，河川は支谷の発達が少ない。 

また山頂部に流紋岩が分布するために，その部分だけ侵がおくれ，とり残されて平 

坦化した鍋掛山山頂など，特徴的な地形を示している。 

佐井図幅地域北半から大間図幅地域にかけては，主として中新世末期から鮮新世に 

生成した安山岩質な凝灰角礫岩が拡がっている。この地域では山稜は目滝山（618.4m)， 

大滝山（563.3m）付近から北に向かって緩やかに低下している。これらは奥戸川・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐井層の流紋岩が周囲の頁岩より侵が遅れて取り残された例 手前の海中の岩は頁岩である 

図版１ 佐井－磯谷間海岸の通称鍵掛岩 
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目滝川などの河川と，それらに伴なう細かい支谷によって刻まれている。稜線の近く 

には，風化を受け易い凝角礫岩の分布する地域の特徴として，風立岩・天狗山な 

ど崩壊地形や頽岩が処々に認められ，また河川は深く刻まれており，晩幼年期～早 

壮年期の地形的な特徴をそなえている。 

また奥戸川の中・上流や材木川の上流など南北性，あるいは北西－南東方向のほゞ 

直線に近い谷は，いずれも断層に沿って生じた谷である。 

大間付近から佐井にかけて海岸沿いには海岸段丘が認められる。これらは標高50 

～80m の高位段丘面と，標高10～20m の低位段丘面との２段に分けられる。また 

佐井から奥戸に至る海岸汀線付近には，やゝ広い海台が発達している。 

この地域はさきにも述べたように山地は海岸線までせまり，とくに佐井から南は， 

ほゞ南北ないし南南西の高い懸崖が発達している。この海岸線は基盤岩類から新第三 

系の上部までを直線状に載っていることからみて，明らかな断層地形とみられる。こ 

の懸崖はさらに南に向かって延び，陸奥川内図幅地域を経て脇野沢図幅地域の貝崎付 

近まで発達しており，断層線はおそらくこの懸崖の西側の海域に存在し，北はおそら 

く大間岬のやゝ西方の海域まで延びているものと推定される。 

 

 

Ⅱ. 地  質 

Ⅱ.１ 概  説 

この図幅地域（今後単に図幅地域と呼ぶ場合は，佐井・大間両図幅地域を併せたも 

のとする）は主として新第三系の堆積岩類と火山岩類とからなっている。地域の南西 

部には，これらの新第三系の基盤をなす先第三系の長浜層と，これを貫く石英閃緑 

岩・石英玢岩などが小範囲に分布している。 

長浜層は時代未詳の地層であり，新第三系に不整合に覆われている。この地層は従 

来は岩相から単に古生層と呼ばれてきたが，時代的な裏付けとなる化石はまだ発見さ 

れていない。この地域ではやゝ変成作用をうけており，千枚岩質になっている。石英 

閃緑岩と新第三系との直接の関係は，この地域内では明らかにすることはできなかっ 
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第１表  地 質 総 括 表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たが，隣接する「陸奥川内」図幅地域内を筆者が調査した際註1），佐井村福浦付近に 

おいて，長浜層および石英閃緑岩に接していて，この地域の薬研層に相当するとみら 

れる凝岩中に，石英閃緑岩の礫が認められており，石英閃緑岩は薬研層より以前の， 

おそらく先新第三系の貫入岩と考えられる。石英玢岩と新第三系との関係も明らかで 

はないが，岩質や貫入の方向性などからみて新第三系以前に貫入したものとみられる。 

新第三系の層序を下位から佐井層註2）・薬研層・大間層・材木川層・大畑層とす 

 

註１）20万分の１「青森」地質図は編集のための補備調査。 

註２）佐井層の名称は東北大学，北村信・鈴木養身・多田元彦らによって命名された地層名である（ 

献－14)。この図幅では区分，層準などに若干異なる点があるが同一地層名を用いた。 
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る。このような区分は主として堆積岩の性質，堆積環境などのちがいによって分けた 

ものであるが，この地域の新第三系は堆積岩に比較して火山岩類がかなり優勢であ 

り，例えば材木川層のように火山岩類のなかに堆積岩がわずかに夾みとなっているも 

のもある。隣接の大畑図幅地域と，津軽半島北部との最近の調査結果を参考にして， 

区分した各地域間の大略の対比を第２表に示してある。 

 

第２表  津軽・下北両半島各地域の新第三系対比表 
(Ⅰ)三廐・母衣月・小泊・蟹田図は (Ⅱ)大間図幅 (Ⅲ)佐井図幅 (Ⅳ)同上 (Ⅴ)大畑図幅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

火山岩類は堆積岩と互層，あるいは指交（Interfinger）する関係で厚い熔岩流や火 

山砕岩がみられるほか，これらを貫く岩脈や岩床などの貫入岩が，酸性なものから 

塩基性なものまで，種々の岩質に亘って分布している。これらの火山岩類のうち，大 
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間層とほゞ同時期に生成したとみられる折戸山玄武岩と，弁天島流紋岩および大間層 

の上部から材木層の堆積と同時に噴出した易国間安山岩類は，記載の便宜上各地層と 

は別に取り扱うこととした。 

最下部の佐井層は長浜層を覆い，基盤の長浜層の構成岩類である珪岩や，千枚岩の 

礫のみからなる基底礫岩にはじまり，黒色の硬質頁岩と，玄武岩ないし粗粒玄武岩・ 

流紋岩などの火山岩類とからなる海成の地層で，量的には後者が卓越している。頁岩 

中にはまれに Makiyama を含み，西南北海道における福山層などと同じく，新第三 

紀中新世初期のいわわゆる下部グリーンタフと呼ばれている地層と，同時期の堆積層 

とみられるものである。 

薬研層は佐井層を不整合に覆う地層である。最下部には佐井層を構成する玄武岩 

や，流紋岩の礫からなる基底礫岩が認められるが，全体としては安山岩，ないし石英 

安山岩質の火山噴出物を主体としており，ことに変質作用をうけて緑色化したいわゆ 

る緑色凝岩がよく発達している（湯ノ川緑色凝岩層)。このほかに凝岩質の砂岩 

や礫岩・泥岩などを不規則に挾み，とくに図幅地域の南東隅から隣接の陸奥川内図幅 

地域にかけて，これらの互層が凝岩を挾んで拡がっている（湯ノ小川砂岩頁岩層)。 

大畑図幅地域の薬研層中からは，中新世中期を示す貝化石や植物化石などの産出が報 

告されている。 

大間層は図幅の北端大間岬付近に分布し，いわゆる硬質頁岩を主とする海成の地層 

で，その上部は易国間安山岩と一部指交している。薬研層との直接の関係は両層の分 

布地域がへだたり， その間に易国間安山岩類が拡がっているために明らかではない 

が，津軽半島北部における調査結果などからみて，その間にそれほど大ききな不整合 

はないものとみられる。易国間安山岩類は大間付近では，大間層と一部指交しながら 

整合に重なり，さらに珪藻土質泥岩からなる材木川層を挾んで広く拡がっている。 

大畑川上流の支流である近藤川，弥一郎沢の上流付近では大間層を欠いて薬研層を， 

また佐井付近では大間層と薬研層とを欠いて直接佐井層をそれぞれ不整合に覆ってい 

る。この事実からみておそらく易国間安山岩類生成時期には，基盤の長浜層に近い図 

幅地域の南西側は，次第に陸化削を受けていたものであろう。大間層と材木層とは 

ほゞ中新世末期の地層と考えられる。 

大畑層は図幅地域の南東部において佐井層と薬研層とを不整合に覆う地層で，おそ 
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らく湖成の堆積層とみられ，主として軽石質凝岩からなり，その間に砂岩・泥岩な 

どを挾有している。本層中からは時代を決定するに足りる化石は発見できなかった。 

岩相から下北半島東部の，砂子又層は海成の地層であり，堆積環境がやゝ異なると考 

えられるので，正確な時代を決めることは今後の調査にまたねばならない。 

これらの新第三系を地質構造のうえからみると次のようである。 

図幅地域の南半は主として基盤岩と佐井層および薬研層が，また北半は大間層と易 

国間安山岩類とが分布している。佐井層は基盤を不整合に覆い単斜構造をなしており， 

佐井村の大佐井川の流域から，東側ではほゞ北北西の走向をもってほゞ20～30ﾟ東 

に傾斜しているが，南に向かって湯ノ川越え林道の峠付近と荒沢岳とを結ぶ稜線付近 

から南側では東南東の走向をもって10～15ﾟ南に傾斜している。薬研層の分布する 

大畑川の流域では，薬研層は一般に層理の発達が悪く，細部の構造は判り難いが，部分 

的な乱れをのぞいて全体としては東北東の走向をもって10～15ﾟ南に傾斜している。 

北半の地域には，北端の大間崎付近から南北ないし北北西－南南東の軸をもった背 

斜構造が大間層と易国間安山岩類とのなかに認められる。背斜軸はゆるく南に傾斜し 

ており，軸の西翼は一般に10～20ﾟの緩傾斜をしており，東翼は30～40ﾟ，ところ 

によっては60ﾟ以上の比較的急な傾斜を示している。この背斜の南側の地域には易国 

間安山岩類が材木川層を局所的に挾んで広く分布している。この安山岩類は層理の不 

明瞭な凝角礫岩を主体としており，また鍵層となるような連続性のある地層にも乏 

しいため，構造は判り難い。しかし海岸線や，風立岩などの大きな露頭では，凝 

角礫岩のなかに，礫のやゝ粗い部分と細かい部分とが互層している状態がみられ，ま 

た材木川層の泥岩を薄く挾んでいることなどによって，部分的には構造を知ること 

ができる。そのような場所で見られる限りでは，著しい褶曲構造を示しておらず，材 

木川と奥戸川との間において北西－南東に延び，北西側に開いた緩い半盆地状の向斜 

構造をなしているもののようである。 

断層は地質図上に示されているように，南北方向と北西－南東方向とのものが認め 

られ，いずれも地形にかなり明らかにあらわれている。このほか地形の項に述べたよ 

うに，この地域の西側を南北に載る直線に近い海岸線は，明らかに断層地形とみら 

れ，この海岸線に沿った海域に，大規模な断層が伏在していることが推定される。こ 

の断層は平館海峽をへだてて津軽半島の蟹田付近の海岸線に，ほゞ南北に延びている 
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推定断層（蟹田海岸断層と呼ばれており，鮮新世の蟹田層を截っている）とともに平 

館海峽の形成に関係した，新しい時期の断層運動によるものであろう。 

 

Ⅱ.２ 基 盤 岩 類 

Ⅱ.２.１ 長 浜 層 

本層はこの地質図幅では，佐井村磯谷付近から南に長後を経て福浦（５万分の１地 

形図陸奥川内）付近に至る間の海岸線（長浜と呼ばれている）と，大佐井川の上流と 

に挾まれた三角形に近い地域に分布している。従来は岩相だけの観察で古生層とされ 

てきた。しかし本層からは化石は未だ発見されておらず，正確な時代は不明である。 

岩相からみて第三紀以前の地層であることは確実であるが，古生層と呼ぶことは適当 

ではないので，長浜層の名称を付することとした。 

本層は主として泥質，輝緑凝岩質および輝緑岩質の岩石からなっており，珪質の 

岩石と石岩とを伴なっている。これらは全般に変成作用をうけており，多くは片理 

の発達した千枚岩質な岩石や，さらに再結晶作用が進んだ黒色片岩・緑色片岩に変わ 

っている。そのほかに石英閃緑岩に接している付近では，これらの変成岩が接触変成 

作用を受けている。 

千枚岩や片岩の片埋はおおむね層理と一致している。構造は一般にN 30～60ﾟW  

の走向をもって，20～30ﾟの比較的緩い傾斜で波状の褶曲構造を示しているが，一 

部走向に直交するN 30～50ﾟE の方向性をもった断層の付近では，かなり乱れてい 

る。とくに大佐井川の上流の佐井鉱山付近では，地質図上には全部は示していない 

が，N E－S W方向の断層が多く認められ構造は複雑である。 

泥質岩石は量的にもっとも多く，片理面は黒色～黒色の絹糸状の光沢をもって 

おり，線構造が認められる。しばしば薄い砂質の層を挾み，あるいはレンズ状にとり 

こみ，黒白の縞状の構造がみられる。鏡下では片理に沿って延びた石英・絹雲母・緑 

泥石・炭質物などの微細な結晶が認められる。 

輝緑凝岩質岩石は，泥質の岩石と互層している。淡緑色～緑色のいわゆる緑色 

千枚岩ないし片岩で，片理面には絹糸状の光沢があり，線構造がみられる。鏡下では 

石英・絹雲母・緑石・緑泥石・陽起石・炭酸塩鉱物などが認められ，また，まれに 



- 9 - 

曹長石の微斑状変晶が認められる。 

輝緑岩は佐井鉱山付近，長後付近などで千枚岩・片岩のなかに岩床状に挾まれてい 

る。これらは露頭では迸入岩床か，熔岩流かは区別できない。本岩は濃緑色～緑色 

の岩石で，片理はあまり認められないが，圧砕構造がみられ，野外では風化すると脆 

く多角形的に砕け易くなる。鏡下ではオフィチック構造を示しているが，0.2～0.5 

m m程度の柝木状の斜長石のほかは，初生の有色鉱物はまったく残っていない。斜長 

石の間に，あるいは脈状に，２次的な石英・緑泥石・炭酸塩鉱物などが認められる。 

珪質岩石は本層のほゞ中部，佐井村磯谷付近から南東に向かってやゝ厚く発達して 

いるほか，前記の黒色片岩・緑色片岩などの間に夾みとして全域に亘って分布してい 

る。白色・淡赤色・淡緑色などの珪岩ないし石英片岩からなり，緻密，堅硬で板 

状，あるいは片状を呈している。鏡下では石英のほか少量の絹雲母・緑泥石・陽起石 

・緑石などが認められる。 

石岩はこの地域内では長後に近い喜平次沢の中流に，わずかに薄い夾みとして認 

められるに過ぎない。白色を呈し,片埋は発達していない。まったく結晶質であり， 

化石は認めることができなかった。 

石英閃緑岩に接して発達している泥質岩源の変成岩には，多量の白雲母の斑状変晶 

が含まれていることが特徴的である。このような岩石は福浦に近いノ沢の下流二股 

沢付近にも転石としてみいだされるが，その露頭は発見できなかった。しかしこの図 

幅地域外では，上記の転石を発見した地点よりやゝ下流の道路沿いの露頭で石英閃緑 

岩に接して同様の岩石が認められ，また福浦の東南東，流石沢の上流の支沢において， 

石英閃緑岩に貫かれている黒色千枚岩が接触点から幅1～2m に亘って同様な特徴 

をもった岩石に変わっている註3）。このような事実から考えて，これらの岩石は長浜 

層中の千枚岩ないし片岩が，石英閃緑岩の貫入によって変わった接触変成岩であるこ 

とは明らかである。転石の分布からみて，この地域内にも石英閃緑岩岩体の外縁部に 

同様な変成岩が生成しているものと考えられるが，おそらくその幅は狹く数mを超 

えないものであろう。ノ沢二股付近の転石について鏡下で観察した結果は次のよう 

である。 

この岩石は石英・白雲母ないし絹雲母・緑泥石・斜長石・炭質物のほか少量の金紅 

 

註３）20万分の１青森図は編集のための補備調査の際，筆者が観察したものである。 
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石・磁鉄鉱からなっており，またまれに微細な黒雲母が認められる。ほとんどのもの 

が波動消光を示す石英と，片理と平行に並び，やゝ多色性の強い緑泥石と，少量の白 

雲母とからなるモザイク構造を示す基地のなかに，白雲母の長さ2.0～5.0m m大の 

斑状変晶が片理に平行に密集し，縞状の構造を示している。しかし個々の斑状変晶は 

片理に平行には排列しておらず，かなり不規則な方向をとっており，白雲母は石英を 

取り込みポイキロブラスチック構造を示している。長石は長さ0.5m m程度以下で少 

量散在している。 

石英閃緑岩に近い位置の，輝緑凝岩源の片岩を鏡下で観察した結果，帯緑色の黒 

雲母や普通角閃石らしい濃色の角閃石など，接触変成作用の影響とみられる変成鉱物 

が認められた。 

Ⅱ.２.２ 石英閃緑岩 

本岩はこの図幅地域の南東隅に，長浜層を貫く小岩体として分布しており，長後－ 

福浦間の海岸（長浜)，あるいは福浦に近いノ沢付近でよく観察することができる。 

本岩が長浜層を貫いている様子は，この地域の南に続く福浦付近で観察することが 

できる。その接触部の変成岩については長浜層の項に記載されている。 

本岩はやゝ緑色を帯びた白色の粗粒～中粒の岩石である。一般に変質作用をう 

けており，緑泥石や緑石が岩石中に弥漫し，処によっては網状の細脈をなして発達 

しており，また部分的には白色の，一見石英斑岩ないしは流紋岩様外観の岩石に変 

わっていることがある。 

主成分鉱物：石英・斜長石・角閃石・黒雲母 

副成分鉱物：燐石 

２次鉱物：緑石・緑泥石・絹雲母・石英・炭酸塩鉱物 

本岩体のうち，場所を異にする４個の標本を鏡下で観察した結果，い 

ずれも著しい変質作用とともに軽度の圧砕作用を受けている。すなわ 

ち石英は多くが波動消光を示し，角閃石・黒雲母などが幾分屈曲して 

いる。変質作用のために，斜長石はほとんどのものが絹雲母化が進ん 

でおり，また，角閃石と黒雲母とはまれな場合をのぞいては緑泥石化 

しているが，外形，劈開などから他の鉱物とは判別することができる。 
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Ⅱ.２.３ 石 英 玢 岩 

長浜層を貫いて多数の岩脈が認められる。その大部分は石英玢岩の岩脈であるが， 

そのほかに磯谷－長後間に流紋岩の岩頸が認められる。 

石英玢岩の岩脈は大佐井川と喜平次沢との間に多く，その大部分はほゞN 30～50ﾟ 

Eの方向にほとんど直立して貫入している。この方向性は長浜層の断層の方向と一 

致しており，おそらく断層に沿って貫入したものであろう。なお長浜層のなかには後 

に述べるように黄銅鉱・黄鉄鉱などを含む同方向の石英脈が発達しているが，これら 

は石英玢岩の岩脈を載って胚胎していることがあり，またさらに鉱脈を載る同じN E  

方向の小断層が佐井鉱山付近では認められており，この方向の断層にはかなり新しい 

ものも含まれている。 

地質図上では石英玢岩として一括しているものを，岩質から２つの型に分けること 

ができる。すなわち，石英と長石とのかなり大きな斑晶を含む斑状の岩石と，肉眼的 

にはほとんど斑晶を認めることができない無斑晶質な岩石とである。しかし鏡下では 

石基は両者ともそれほど差異はなく，また斑晶は後者は前者に比較すると量は少なく 

小型であるが，ほゞ前者と同じものが含まれており，成分上はそれほどの差は認めら 

れない。両者の前後関係を示すような露頭はみられなかったが，岩質からみてほとん 

ど同じ時期に生成したものであろう。 

いずれも一般に変質作用が進んでおり，色は淡緑色～白色を示し，やゝ粗鬆な 

岩石で，柱状の節理が発達している。斑状の岩石を鏡下で観察すれば次のようであ 

る。 

斑晶：斜長石・石英・角閃石・輝石 

斜長石は中性長石ないし灰曹長石に属し，良さ1.0～2.0m mで累帯構造が 

認められ，またところにより変質作用のため緑泥石・絹雲母などに変わって 

いる。石英は径2.0～5.0m mで，円味を帯び，清澄である。角閃石は普通 

角閃石に属し，長さ1.0m m内外の柱状のもので，ほとんどが緑泥石化して 

いる。輝石は0.6～0.7m mでまったく緑泥石化しているが，外形から輝石 

とみられるものである。 

石基：微晶質で，微細な針状の斜長石と，その間をうずめる石英・アルカリ長石 

などからなっている。全体に亘り変質作用をうけており，不定形の緑泥石・ 

絹雲母などが散在している。 



- 12 - 

副成分鉱物：ジルコン・鉄鉱物 

磯谷－長後間に認められる岩頸は，長浜層の珪岩を貫いて新第三系の基底に近い 

部分に発達している。本岩は新第三系の流紋岩の一部と岩質とはほとんど一致してお 

り，とくに磯谷北方の矢越付近に分布するものとは近似している。色は白色を示す 

が，表面は風化によって茶色～赤色を帯びている。やゝ粗鬆で，細い柱状の節 

理が認められる。本岩は岩質からみて，荒沢流紋岩類と同時期に生成したものとみら 

れ，同流紋岩類中に包括した。 

 

Ⅱ.３ 新 第 三 系 

Ⅱ.３.１ 佐 井 層 

本層は長浜層を覆う基底礫岩からはじまり，主として異色の硬質頁岩および緑色擬 

岩からなる堆積岩と，玄武岩ないし粗粒玄武岩（粗粒玄武岩類と呼ぶ）および種々 

の流紋岩（流紋岩類と呼ぶ）など火山岩類とからなる地層である。本層の標式地は佐 

井村佐井から同村磯谷付近までの海岸沿いの路線とする。従来佐井層という名称は東 

北大学の北村・鈴木・多田氏らによって佐井付近に分布する硬質頁岩層に対して命名 

された地層名である（文献14)。この図幅では層序的な見解を異にするが，同氏らに 

よる佐井層のうち大間付近に分布するものをのぞいた部分と，砥石川層・中磯谷層・ 

白土山層および桧川層との一部のほか，小太郎川流紋岩・川目貫入玄武岩などの火山 

岩類を含めた地層に対し，再定義して同じ地層名を用いたものである。本層の層厚は 

約1,500mである。 

 

 

 

 

 

 

第１図 佐井鉱山に近い通称湯ノ川越ノ沢の露頭における 

長浜層の黒色千枚岩（b ）を覆う佐井層の基底礫 

岩層（a ）礫岩層中に小断層がみられる 
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本層の基底礫岩層は，標式地の磯谷付近に露出しているほか，大佐井川の上流に広 

く分布している。層厚は処によりやゝ異なるが，平均して30m程度である。この基 

底礫岩層は粗粒の砂岩を薄層として挾むほかは，ほとんど礫岩からなっている。礫岩 

の礫は基盤の長浜層を構成している珪質，あるいは粘板岩質の岩石と類似のものだけ 

からなっており，そのほかのもの，例えば石英閃緑岩の礫などはまったく含まれてい 

ないことが特徴である。礫の大きさは大以下でよく円磨されている。礫のうちもっ 

とも多いものは珪岩ないしチャートで，そのほかに粘板岩ないし黒色千枚岩・緑色千 

枚岩などが含まれている。礫岩の膠結物は礫と同じ珪質，あるいは粘板岩質の岩石粒 

からなる粗粒の砂である。 

なお地質図上には示していないが，礫岩と同じような組成の細礫岩が穴澗山の西側 

の斜面や，磯谷部落の北では，上部の黒色硬質頁岩層のなかに薄い夾みとして挾まれ 

ている。 

黒色硬質頁岩は，本層の下部にやゝ厚<発達し，上部に向うに従い主として流紋岩 

からなる岩相に移り変わり，その中に頁岩が薄い夾みとして現われている。本岩は黒 

色～暗色，あるいは暗色の緻密，堅硬な岩石で板状の層理が発達している。 

風化をうけるとこまかく砕け易くなり脱色し，表面は酸化鉄のために茶色に汚れて 

いる。また粗粒玄武岩によって貫かれている部分では，数c mないし数10c mの幅に 

亘って脱色固化しており，とくに湯ノ川の上流田の沢，三九郎沢付近では，かなり広 

い範囲に亘って白色の著しく堅い岩石に変わっている。緑色凝岩は大佐井川の上 

流の基底礫岩層の直上部に発達しているが，そのほかの場所では欠いている緑色ある 

いは淡緑色砂質なもので，しばしば変質作用を受けて珪化，または粘土化している。 

本層中の流紋岩類は主として熔岩流からなっているが，同質の凝岩・凝角礫岩 

を不規則に少量挾有しており，さらに岩脈，岩頸など貫入岩を伴なっている。これら 

は熔岩流と区別しにくい場合が多い。流紋岩の岩質には節理，斑晶の多少，色などに 

処によって若干のちがいがみられる。しかし鏡下では，古佐井川下流の真珠岩などを 

のぞいては，斑晶の多少と大きさのはかは，それほど大きなちがいは認められない。 

この地域では堆積岩の夾みが少なく，こまかい地質構造が判り難く，かつ不規則に累 

重しているために，岩質や現出状態によって地質図上にこまかく分けて示すことはむ 

ずかしく，一まとめにして現わしている。これらのうち代表的な岩質のものをあげる。 
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1）図幅地域の南部，三森山・荒沢岳付近に分布する流紋岩は薬研層中の石英安山 

岩に似ており柱状節理が発達し，暗色を呈する多斑晶質の岩石で，石英と斜長石と 

の3.0～4.0m mの斑晶がかなり密に含まれている。 

斑晶：石英・斜長石・角閃石 

斜長石は中性長石に属し，長さ3.0m m程度で累帯構造が著しい。角閃石 

はまったく緑泥石および炭酸塩鉱物に変わっているが，外形から推定した 

もので，2.0m m程度の柱状のものである。 

石基：珪長質組織 

微細な長石，石英および鉄鉱物からなり，一部緑泥石化している。 

2）古佐井川の上流荒沢の小太郎沢付近をはじめ矢越の鍵掛岩や磯谷付近，恵比須 

籠山付近などのほか，大畑川の支流仁部沢や太兵衛沢の上流などに分布している流紋 

岩は，白色・赤色などを呈し，斑晶はほとんどなく，流埋構造をもった岩石であ 

る。この流紋岩のなかには凝岩も挾有されているが，熔岩と肉眼的には区別のつき 

にくいものが多い。しばしば径4.0～5.0c mの美麗な柱状節理が発達している。 

（図版２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図版２ 佐井層中の一流岩の柱状節理（古佐井川上流荒沢） 
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斑晶：石英 

石基：微晶質～隠微晶質組織 

やゝ流理構造をもち，流埋にって空が認められる。微細な珪酸鉱物・ア 

ルカリ長石・黒雲母などからなり，0.5m m以下の球顆が散在している。 

3）古佐井川の下流およびその支流である橋掛沢付近，およびその以北には真珠岩 

および同質の凝角礫岩を不規則に挾む，斑状の流紋岩が分布している。 

この流紋岩は前述の小太郎沢付近のものに岩質は似ているが，やゝ斑晶に富むもの 

である。色は色～白色であるが表面は赤色に汚れており，流理様の構造をも 

った石基中に2.0～3.0m m大の石英・斜長石・角閃石などの斑晶が散在している。 

また，しばしば柱状節理を示すが一般に径50～60c m のものが多く，まれに径4.0 

～5.0c mのものが認められ，ときに板状節理を示すものがある。 

斑晶：石英・斜長石・角閃石・黒雲母 

石英は3.0m mまでの円味を帯びた清澄なものである。斜長石は灰曹長石 

に属し，長さ3.0m m程度までで累帯構造の著しいものと，そうでないも 

のとがある。角閃石は普通角閃石に属し長さ1.0m m程度で，しばしば周 

囲を黒雲母によって取巻かれている。黒雲母は角閃石とともにあるほか， 

0.5m m程度の単晶として含まれている。 

石基：微晶質 

微細なアルカリ長石・珪酸鉱物と少量の黒雲母および鉄鉱とからなってい 

る。流理構造をもつが鏡下ではそれほど顕著ではない。 

真珠岩は古佐井川沿いの荒沢灌漑用水道に面した切割りでよく観察することができ 

る。岩質は色・青色・白色を呈し，2.0～3.0m mの石英・斜長石・角閃石な 

どの斑晶が散在している。一部に真珠岩の角礫を多量に含む，一見凝角礫岩様の部 

分を伴なっているが，このような岩石は硬質頁岩を貫いていることがあり，またその 

基質が砕岩の構造をもたず，ガラスからなっていることなどからみて，その大部分 

は貫入岩あるいは熔岩であろうと思われる。鏡下では斑晶は石英・斜長石・角閃石か 

らなり，石基は真珠構造をもつ，ほとんど無色のガラスからなっている。 

4）流家戸山付近に分布する流紋岩は，古佐井川の支流橋掛沢の北，通称太衛門沢 

に露出している。この付近の流紋岩は熔岩流のほかに凝角礫岩と軽石質凝岩とを 

伴なっている。 
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流紋岩は茶色を呈し緻密な岩石で，斑晶をほとんど含んでいない。柱状の節理が 

認められ，また部分的に自破砕熔岩様の部分を挾んでいる。鏡下における観察は次の 

ようである。 

微斑晶：石英・斜長石 

一般に肉眼で認められる程度の斑晶はほとんどなく，0.1m m程度以下の 

石英と斜長石との微斑晶が多数散在している。斜長石は灰曹長石に属し， 

柝木状を呈している。 

石基：微細な珪酸鉱物・アルカリ長石および黒雲母からなる微晶質な部分と，ガ 

ラス質な部分とが，まだら状を呈している。 

軽石質凝岩は材木川の上流に狭い範囲に分布しており，細い軽石ないしガラスか 

らなり，白色～色を呈しほとんど層理を示していない。 

粗粒玄武岩類は，粗粒玄武岩ないし玄武岩質の熔岩流と，岩床，岩脈を一括して地 

質図上に示してある。 

これらはおもに，本層下部の硬質頁岩に伴なって現われているほか，焼山沢下流や 

流家戸山の南方にやゝ大きな岩体としてみられる。 

岩質は必ずしも一様ではなく，原岩の組織や変質作用の程度など処によってやゝ異 

なっている。すなわち，湯ノ川の上流付近には比較的鉱物組成のあらい，濃緑色な斑糲 

岩質のものがみられるが，全体としては黒色を帯びた粗粒玄武岩質のものが多い。ま 

た古佐井川の下流には粗粒玄武岩質のものに伴なって，さらに鉱物組成のこまかい黒 

色，あるいは濃緑色な玄武岩質の岩石がみられる。 

これら種々の岩質の岩石を鏡下で観察した結果では，造岩鉱物にはそれほどの大き 

なちがいはみられない。大部分を構成している粗粒玄武岩は，一般に柱状の節理の発 

達した岩石で，風化すると表面から玉葱状に砕け易くなる。 

主成分：斜長石・普通輝石・橄欖石 

副成分：燐石・鉄鉱 

２次鉱物：緑泥石・蛇紋石・炭酸塩鉱物 

斜長石は亜灰長石～曹灰長石に属し，長さ0.5m m 内外の柱状をなして 

いる。普通輝石と橄欖石とは0.3m m 程度の粒状をなして，斜長石の間 

をうずめている（オフィチック組織)。たゞし，橄欖石はまったく緑泥 

石・蛇紋石などに変化している。このほか２次的に蛋白石・方解石・緑泥 

石などからなる球状体が少量含まれていることがある。 
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斑糲岩質のものは，粗粒玄武岩質の岩石と混在しており，鏡下では造岩鉱物はほと 

んど異ならないが，斜長石は0.8～1.2m m ，普通輝石は1.0m m 程度の，比較的粗 

粒なものである。たゞし湯ノ川上流のこの種の岩石のなかには，著しい変質作用のた 

め有色鉱物がまったく残っていないことがある。 

古佐井川下流の玄武岩質岩石は，細粒，緻密である。少量の斜長石・普通輝石の斑 

晶を伴ない前２者に較べてやゝ新鮮なものが多い。 

斑晶：斜長石・普通輝石・橄欖石 

斜長石は曹灰長石に属し1.0～3.0m mのものが少量含まれている。比 

的新鮮なものと，褐色のガラスによって篩目状に侵されたものと２種ある。 

普通輝石は1.0m m程度のものが少量含まれている。 

石基：斜長石・普通輝石・紫蘇輝石・鉄鉱・ガラス 

間粒状組織を示しており，斜長石および輝石の一部は緑泥石に変わってい 

る。 

晶洞：小さな晶洞をうずめて鱗珪石が簇生しているほか，２次的に間をうずめ 

て緑泥石が認められる。 

これらの粗粒玄武岩・玄武岩類はさきに述べたように熔岩流のほか，岩脈・岩床な 

どからなっているが，岩脈・岩床は迸入の際，接触部の他の岩石に対して，やゝ変質 

作用をあたえていることがある。すなわち，硬質頁岩層は幅10～15c mに亘り脱色 

硬化しており，また真珠岩質の流紋岩は，数cm～数10c mの幅にわたり，濃色の 

ガラスが，白色に変わっていることがある。このような事実のほか，まれに粗粒玄 

武岩の岩床の縁辺部に数c mの，やゝガラス質の急冷相がみられる。このような事実 

によって，熔岩と迸入岩とは区別できることがあるが，判別することがむずかしい場 

合が多い。 

佐井層のなかからは今までほとんど化石はみつかっていないが，硬質頁岩中には， 

まれに Makiyama chi tani i (MAKIYAMA) が認められる。 本層は含有化石と薬研 

層の下位に不整合に位置することと，その火山岩相などからみて，西南北海道渡島半 

島に分布する福山層に，ほゞ相当する中新世初期の地層と考えられる。 

Ⅱ.３.２ 薬 研 層 

本層は中性ないし酸性の火山岩や，火山砕岩を主体とする地層で，その標式地は 
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大畑図幅地域内の大畑川流域薬研温泉付近である。この付近では下部は安山岩質の凝 

岩を主とする大畑川緑色凝岩層と，その同時異相であるノ沢凝岩砂岩頁岩層 

とからなり，薬研温泉に近い井戸淵ダムの付近から，中新世中期を示す貝化石を多産 

している（文献９)。上部は石英安山岩質凝岩を主とする，湯ノ股川石英安山岩質凝 

岩層からなっている。 

この図幅地域では大畑図幅地域とはやゝ異なり，地質概説の項に述べたように，本 

層の基底礫岩と安山岩質，ないし石英安山岩質の緑色化した凝岩とからなる湯ノ川 

緑色凝岩層と，本凝岩層中に挾まれたレンズ状の異相であり，主として砂岩・泥 

岩からなる湯ノ小川砂岩泥岩層とからなっている。 

本層の層厚はこの地域で知られる限りでは600m以上である。 

湯ノ川緑色凝岩層は地域の南東に広く分布しており，標式地の大畑川緑色凝岩 

層と，湯の股川石英安山岩質凝岩層とを併せたものに相当する。標式地を含む大畑 

図幅地域内では，下部は安山岩質，上部は石英安山岩質と２つの岩相が上下関係で明 

らかに分かれているが，この図幅地域内では大畑川の支流の囲沢付近では，大畑図幅 

と同じような関係で２つの岩相が重なっているが，それ以外の地域では両者の境は明 

らかではなく，ほゞ大畑川緑色凝岩層に相当すると思われる薬研層の下部の層準に 

は，安山岩質の凝岩と石英安山岩質の凝岩とが互いに混在している。この地域内 

では凝岩の堆積状態が，一般の堆積岩に比較して不規則なこと，層理が不明瞭であ 

ることなどから，混在している状態を地質図上に示すことが困難であるため，これら 

の岩相を併せて単一層として取扱った。湯ノ川緑色凝岩層の標式地は，この図幅地 

域の南隣，陸奥川内図幅地域内にある湯ノ川部落に近い湯ノ川流域である。本層は桑 

野による日々渡層9）にほゞ相当する。 

本凝岩層の最下部に発達する基底礫岩層は，湯ノ川の上流田の沢から大畑川の上 

流上狄川にかけて分布している。厚さは所によりやゝ異なるが，薄い砂岩層の夾みを 

含めて約40～60m である。礫岩は緑色～色の粗粒な膠結物中に，おおむね人 

頭大以下，ときに60～70c m大の礫を多量に含むものである。礫質は場所によって 

ちがい，田の沢付近では主として色の流紋岩からなっているが，上狄川付近では 

流紋岩と粗粒玄武岩とが混在している。 

主体をなしている凝岩層は，さきに述べたように，安山岩質および石英安山岩質 



- 19 - 

の擬岩ないし凝角礫岩であるが，このほかに局部的に泥岩・砂岩などを挾み，ま 

た処々に安山岩や石英安山岩の熔岩を伴なっている。安山岩質凝岩は緑色，緑色 

などの粗鬆な岩石で，凝角礫岩質の部分ではそのなかに緑色の軽石のほか，淡色， 

緑色，緑色などの安山岩礫と頁岩，流紋岩などの礫を含んでいる。一般に層理の発 

達は悪く，地層の走向や傾斜は凝質砂岩や泥岩などの薄い夾みによって知られるほ 

かはきわめて判り難い。石英安山岩質凝岩は，安山岩質のものに似ているが色はや 

ゝ淡く，2.0～5.0m m大の石英や長石粒を含み，また色，帯緑色，色などの 

石英安山岩礫を含むことにより区別することができる。泥岩は大畑川流域の近藤川の 

沢口から，弥一郎沢の沢口付近にかけて数枚挾まれており，淡黄色～色の板状 

の層理をもったものである。また，大畑川の上流重兵衛沢には緑色の，よくラミナの 

発達した凝質砂岩が挾まれ，また，はしご沢の上流には，泥岩と凝質砂岩とが挾 

まれている。いずれも連続性が乏しく，また層厚もうすいので地質図には略してある。 

湯ノ小川砂岩泥岩層は，図幅の南隣陸奥川内図幅地域の湯ノ小川付近に標式的に分 

布する地層で，桑野らによる湯ノ小川層に相当する（文献11)。湯ノ小川層について 

は,従来湯ノ川緑色凝岩層に相当する日々渡層を，不整合に覆う地層と考えられてき 

た。それは基底部に一見不整合を示すような礫岩層があり，この礫岩層を境として岩 

相が急に変わることが認められるからであった。しかし図幅地域南東隅のめな川，新 

助沢などでは，本砂岩泥岩層は新助沢からめな川に向かうに従い層厚を減じ，めな川 

以西では湯ノ川緑色凝岩層として一括した石英安山岩質凝岩層の間に尖滅してい 

る。尖滅点の付近でも，上下の岩層の間に岩質の差異がみとめられず，また尖滅した 

地層の延長に，はっきりした不整合面を認めることはできなかった。以上の事実か 

ら，本砂岩泥岩層は湯ノ川付近の緑色凝岩を不整合に覆うものではなく，湯ノ川緑 

色凝岩層の堆積中，きわめて短時間に局地的な沈降に伴なって堆積したもので，大畑 

図幅地域のノ沢砂岩頁岩凝岩層に相当すると考えられる。岩相は横への変化がみ 

られ，めな川付近では主として凝質砂岩・礫岩などからなり，その間に泥岩を薄く 

挾んでいるが，新助沢付近では最下部は礫岩および凝質砂岩からなっていて，上部 

に向かうに従い，凝質砂岩と泥岩との互層を主とする岩相を経て，泥岩を主とし， 

安山岩質ないし石英安山岩質の凝岩層を挾む岩相に移化する。砂岩は擬質のもの 

で，粗粒～細粒のものまであり，黄色・黄色・暗色などを呈している。泥岩 
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は黄色～暗色で，表面は黄色～色に汚れている。比較的堅硬で，所によっ 

て板状のラミナがよく発達している。礫岩は凝質の膠結物中に一般に大～指頭 

大の，まれに人頭大の玄武岩・流紋岩・石英安山岩や珪質頁岩などの礫をもってい 

る。凝岩は緑色化した部分と比較的新鮮な部分とがあるが，おおむね湯ノ川緑色凝 

岩層を構成する凝岩と同質のものである。本砂岩泥岩層からは図幅地域のめな川 

において Chlamys sp. が採取されている（桑野幸夫氏採取)。そのほかにこの図幅 

地域に隣接する陸奥川内図幅地域内の名由川の流域において，桑野らによって本岩層 

（桑野らによる湯ノ小川層）の基底に近い部分から次のような化石が発見されてい 

る（文献10)。 

“Protothaca”n. sp. 

Panope japonica A. ADAMS 

Arca sp. (cf. boucardi?) 

Patinopecten cf. Sagamianus (YOK.) 

Lima (Acesta) sp. 

Fulqoralia sp. 

Venerupis ? sp. 

Monia radiata (SOWERBY) 

Venericardia sp. 

Chlamys swift i i (BERNARDI) 

Chlamys sp. (akitana type) 

Cancellaria sp. 

Margarites sp. 

Crassatell ites sp. 

Anadara sp. 

Periploma ? sp. 

（同定：大森昌衛・青木 滋） 

薬研層中に挾まれている安山岩は，大畑川の流域に点々と露出しており，すべて熔 

岩流とみられるものである。これらは岩質から２つの型に大別することができる。す 

なわち弥一郎沢上流と，近藤川上流および太兵衛川支流の右衛門四郎沢の上流とに分 
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布するもの1）と，大畑川本流と囲沢の上流に分布するもの2）とに分けられる。 

1）の岩石は一般に濃緑色の塩基性な安山岩である。岩質は処によってやゝ異な 

り，弥一郎沢付近のものは，普通輝石の大型斑晶に富む特徴的なものであるが，近藤 

川上流と右衛門四郎沢上流とに分布するものには，普通輝石の大型斑晶は含まれてい 

ない。石基の色や組織などには，それほど大きなちがいはなく，鏡下の観察では，久 

野久によるⅣc型か，またはそれに近い玄武岩質な橄欖石普通輝石安山岩である。弥 

一郎沢付近に分布するものの，鏡下の観察結果は次のようである。 

斑晶：斜長石・普通輝石・橄欖石 

斜長石は長さ2.0m m程度までで，中核または大部分が緑泥石におきかえ 

られている。普通輝石は大部分は長さ5.0m m程度までであるが，1.0c m 

大の大型のものが含まれている。劈開が発達し，これにって緑泥石化し 

ている。橄欖石はことごとく緑泥石，または鉄サポナイトに置き換えられ 

ている。 

石基：間粒状組織 

斜長石と単斜輝石とからなっているが，大部分は緑泥石・炭酸塩鉱物に変 

わっている。 

この岩石は，後に述べる花崗閃緑玢岩によって貫かれているが，その接触部近くで 

は軽微な熱変質作用をうけており，この付近の岩石全体が黄色味を帯び，斑晶鉱物を 

置き換え，あるいは脈状に緑石・炭酸塩鉱物などが弥漫している。 

2）の岩石は一般に色でガラス質の石基をもち，流理構造の発達した普通輝石 

安山岩である。処により板状，あるいは柱状の節理が発達しており，また部分的に変 

質作用をうけて緑色化していることがある（囲沢の上流)。 

斑晶：斜長石・石英・普通輝石 

斜長石は中性長石に属し2.0m m以下で比較的清澄である。石英は少量で 

円味がある。普通輝石は0.6m m以下のものが少量（一枚の薄片中に数個 

程度）含まれており，処によって縁泥石化している。 

石基：ガラス質 

流理構造がよく発達している。少量の斜長石・鉄鉱を含み，部分的には脱 

ガラス化している。 

石英安山岩は図幅地域の南東隅の石山付近や，大畑川上流重兵衛沢などに分布し 

ている。いずれも熔岩流とみられるものであり，石山付近のものは全体が著しく珪化 
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しているが，概して均質であり，砕岩ようの構造が認められないことなどによりそ 

れと認められる。 

重兵衛沢の石英安山岩は暗色，暗色のやゝ粗鬆な斑状の岩石で，風化すると 

砕け易くなり，凝岩とよく似ている。 

斑晶：斜長石・石英・普通輝石 

斜長石は中性長石に属し，長さ1.5～3.0m m，一部は２次的に炭酸塩鉱 

物によって置き換えられている。石英は径1.0m m程度の円味を帯びた不 

定形のものである。普通輝石は長さ2.0m m程度までの大きさで，一部は 

緑泥石化している。 

聚斑状集合：大きさ3.0m m内外のものが少量含まれており，斜長石・普通輝石 

からなっている。 

石基：隠微晶質組織 

不定形の孔が認められ，これをうずめて２次的に炭酸塩鉱物が認められ 

る。 

この地域の薬研層からは前述のめな川を除いては化石は発見されていない。しかし 

図幅地域外では，さきにあげた湯ノ小川砂岩泥岩層（名由川における湯ノ小川層）中 

の化石のほか，大畑図幅地域内の本層の標式地である薬研温泉の下流では，次のよう 

な化石が発見されている。 

Anadara cf. ninohensis OTUKA 

Barbatia sp. 

Cardita siogamensis (NOMURA) 

Chlamys arakawai (NOMURA) 

Chlamys kaneharai (YOKOYAMA) 

Glycymeris vesti toides NOMURA 

Luciniscus cf. yokoyamai (OTUKA) 

Patinopecten kimurai (YOKOYAMA) 

Taras ustus (GOULD) 

Acmaea sp. 

（日本地方地質誌，東北地方 p .207） 

Pecten swift i BERN. 

Pecten paraplepejus NOMURA et HATAI 
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Pecten kaneharai YOKOYAMA 

Lima goliath yagenensis OTUKA 

Lima sp. 

Saxidomus gigananteus (DESHAYES) 

（青森県の地下資源，p .116） 

本層は薬研温泉付近の化石から，その地質時代はほゞ中新世中期とみられており， 

また，岩相のうえからみても，津軽半島北部における訓縫層に対比される地層と考え 

られる。 

Ⅱ.３.３ 大 間 層 

本層は，主として東北日本から西南北海道にかけて分布する新第三系に特徴的な， 

いわゆる硬質頁岩を主体とする地層である。本層の標式地は図幅地域の北端，大間以 

北の海岸線である。本層は従来蒲野沢層（下北半島東部の近川付近を標式地にする） 

あるいは佐井層（図幅地域の佐井付近に分布する本図幅の佐井層の一部で，佐井を標 

式地とする）の一部と考えられてきたが，この図幅では新たに大間層と命名すること 

とした。本層は大間付近から風間浦村蛇浦付近にかけて，易国間安山岩類と一部指交 

しながら，この付近の東海岸に近く発達する背斜構造の軸部に分布しているほか，背 

斜の南の延長に近い易国間安山岩類のほかに薄い夾みとして現われている。易国間安 

山岩類と本層の上部とが指交する様子は，大間町南方の小奥戸川上流や，蛇浦付近で 

よく観察することができる。本層の層厚は，この地域で知られる限りでは700m以上 

である。 

本層は，前に述べたように硬質頁岩を主とする地層であるが，最上部では層理のあ 

まり発達しないやゝ軟弱な泥岩を主とする岩相に漸移し，また，上部では易国間安山 

岩類の安山岩質凝角礫岩と同源とみられる黄白色の砂質凝岩の薄層を挾み，一部 

はこれと互層している。硬質頁岩は暗色～暗色の硬い岩石で，板状の層理がよ 

く発達している。風化を受けると白色に変わり，砕け易くなり，表面は色に汚れ 

ている。また，泥岩は暗色塊状で，風化すると白色を呈し，表面は色に変わり， 

さらに黄色に粉を吹いたようになる。 

本属の頁岩および泥岩中からは M a k i y a m a  c h i t a n i i  (MA K I Y AM A) 多産する 
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ほか，Cyclamina, Diatom などを産する。岩相と層序的位置からみて，本層は津軽 

半島北部の小泊層にほゞ相当し，西南北海道における雲層に対比され，中新世中上 

部の地層と考えられる。 

Ⅱ.３.４ 弁天島流岩 

本岩は大間岬の北，弁天島にのみ分布している。本岩と大間層との関係は，大間層 

が弁天島にはまったく分布しておらず，大間岬の露頭とは，クキド瀬戸をもってへだ 

てられているため不明である。しかし，大間層が本岩を不整合に覆っている事実，例 

えば大間層のなかに流紋岩の円礫をもった礫岩層が，発達するというような事実はま 

ったく認められず，また岩質が津軽半島北部の小泊層と同時期の母衣月流紋岩類とよ 

く似ているため，本岩もまた，小泊層にほゞ相当する大間層と同時期のものと考えら 

れる。 

本岩は色，粗鬆な岩石で柱状節理がみられ，おそらく熔岩流とみられる。数m m 

の石英と斜長石の斑晶がかなり密に含まれている。鏡下の観察の結果は次のようであ 

る。 

斑晶：斜長石・石英・角閃石 

斜長石は灰曹長石に属し，長さ3.0～5.0m mのものがやゝ密に散在して 

いる。角閃石は緑泥石ようの２次鉱物にまったく置き換えられており，外 

形から判別されるものである。 

石基：隠微晶質組織 

細かい孔に富み，微細な鱗珪石が認められる。 

Ⅱ.３.５ 折戸山玄武岩 

本岩類は図幅地域の北方，大間岬－易国間間の通称潮垂石付近と，折戸山近傍とに 

かけて分布している。大間層中の小迸入岩体で，大間層の硬質頁岩と接している部分 

では，硬質頁岩は幅数c mに亘って軽微な熱変質のため変色固化している。 

岩石は橄欖石普通輝石玄武岩で柱状節理をもち，全体として濃緑色～黒色の，や 

や粗鬆な岩石である。鏡下で観察した結果は次のようである。 

斑晶：斜長石・普通輝石・橄欖石 
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斜長石は少量で，周囲および劈開にってやゝ変質し，緑泥石ようの鉱物 

が生じている。普通輝石は1.0m m程度，あるいはそれ以下で，縁辺部は 

やゝ鉄サポナイトに変質しているがおおむね新鮮である。橄欖石はまった 

く鉄サポナイト・炭酸塩鉱物などに置き換えられているが，外形から他の 

鉱物と識別できる。 

石基：間粒状組織 

斜長石・単斜輝石・鉄鉱などからなっているが，有色鉱物の大部分は鉄サ 

ポナイトに変わっており，識別は困難である。 

２次鉱物：鉄サポナイト・絹雲母・炭酸塩鉱物・蛋白石，ところによって炭酸塩 

鉱物，あるいは炭酸塩鉱物と鉄サポナイトまたは蛋白石からなる径数m m 

の球状体が散在している。 

本岩は大間層を貫いているが，その上部の易国間安山岩類は貫いていない。おそらく 

その迸入時期は易国間安山岩類の火山活動より以前の，大間層上部の堆積中であろう。 

Ⅱ.３.６ 材 木 川 層 

本層は泥岩ないし細粒の砂岩からなる地層で，大間町材木川の中流の河床に，こ 

の付近では易国間安山岩類の擬角礫岩と，安山岩熔岩とに整合に覆われて小範囲に 

露出している。そのほかに奥戸川の上流大滝沢や目滝沢の上流などに凝角礫岩中の 

薄い夾みとして分布している。 

大間層との関係は，間に易国間安山岩類が介在するため明確でない。しかし大間岬 

付近の大間層の最上部にみられる暗色の泥岩は，本層の泥岩よりやゝ細粒である 

が，岩相がかなりよく似ているので，大間層と本層との間には，それほど大きな時間 

的な間はないもののようである。 

本層の泥岩ないし細粒砂岩は，暗色～暗色，塊状のやゝ軟弱な岩石で，下 

位の大間層を構成する頁岩に比して著しく珪藻に富み，比重が軽いことが特徴であ 

る。風化をうけると白色になり，表面は黄色に汚れ，また黄色の粉が岩石の表面 

に附着していることがある。 

本層中には珪藻のほかに Makiyama ch i tan i i (MA KI Y AM A) を少量含み，岩相 

や層序的な関係から津軽半島北部の塩越層（三図幅地域内の今泉層）にほゞ相当 

し，西南北海道の黒松内層に対比されるものと思われる。 



- 26 - 

Ⅱ.３.７ 易国間安山岩類 

本岩類は大間層の上部から材木川層にかけて，それとほゞ同時期に生成した安山岩 

質から石英安山岩質まで，一連の火山岩類を一括命名したもので「安山岩類」と呼ん 

でいるが，地質図上では安山岩（石英含有安山岩と輝石安山岩質凝角礫岩および熔 

岩）と石英安山岩（目滝山型と材木型）に分けて示している。 

この安山岩類は図幅の北東隅の易国間付近，および易国間川流域から図幅地域の北 

半部に広く現われており，大畑図幅において易国間層と命名したものは，ほゞ本岩類 

に相当する。岩体の北側では大間岬付近に分布している大間層の上部と，一部指交し 

ながらその上位に整合に累重しているが，南側では佐井層および薬研層を不整合に覆 

っている。 

本岩類の主体は，さきにあげた安山岩質の凝角礫岩であって，石英安山岩はその 

なかに小さな岩体として部分的に挾まれている。その分布範囲は図幅の中央東部の目 

滝山と図幅地域北西の海岸の奥戸部落とを結ぶ線と，大滝山と奥戸の南の材木部落付 

近とを結ぶ線とに挾まれた，ほゞ北西－南東方向の地帯にかぎられており，他の地域 

でほとんどみられない。 

他の火山岩類や下位の地層と本岩類との関係を観察するには，佐井村の古佐井付近 

から大間までの海岸線と，易国間－大間岬間の蛇浦付近の海岸がもっとも便である。 

石英含有安山岩は熔岩流のみからなり，佐井南東の大開山付近の山頂に佐井層の硬 

質頁岩を覆って分布している。佐井－磯谷間の矢越から，川目部落に至る山道の峠 

付近で観察することができる。 

本岩は帯緑色のやゝ粗鬆の岩石で，肉眼で識別できる程度の大きさの斑晶はほと 

んど含んでいない。また，やゝ流理状に一定方向にのびた孔に富み，孔の内壁に 

は微細な珪酸鉱物と緑泥石ようの２次鉱物が簇生している。 

斑晶：斜長石・石英 

斜長石は曹灰長石ないし中性長石で0.5m m程度の比的淸澄なものが少 

量含まれている。そのうち一部のものは，累帯構造がよく発達している。 

石英は不定形のものが少量認められる。 

石基：ガラス基流晶質 
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針状の斜長右と緑泥石化した有色鉱物（おそらく輝石と思われる)・磁鉄 

鉱およびガラスからなり，そのほかに少量のクリストバル石が含まれてい 

る。 

輝石安山岩は処によってやゝ差異があるが，主として凝角礫岩からなり，その間 

に薄い熔岩流を挾んでおり，一部では両者は互層状を呈している。地質図上ではそれ 

らを一括して示している。 

凝灰角礫岩は火山礫擬岩ないし凝岩を挾み，処によっては互層状をなしてい 

る。凝角礫岩は黄色～色の，粗粒な膠結物中に本質火山角礫として，黒色の安 

山岩礫を多量に含むものである。角礫の大きさは普通人頭大以下であるが，所により 

1m以 上のものも含まれている。礫のなかには火山弾と考えられるものも含まれ集塊 

岩質な部分もある。また一見花崗岩ようの捕獲岩片を含むものがある（佐井－奥戸 

間の海岸線の露頭)。そのほか部分的には異質火山角礫として石英安山岩・流紋岩・ 

緑色凝岩などを少量含む。 

熔岩は厚さ数mのものが各所に挾まれている。節理は柱状のものが多く，上部は 

やゝ多孔質になっていることがある。 

安山岩の岩床の岩質は熔岩をなす安山岩とよく似ており，熔岩か，岩床かは一見判 

別し難い場合がある。柱状節理がよく発達しており，また，両壁と接している部分に 

約10c m程度の幅に，やゝガラス質の急冷相を伴なっていることが多く，そのような 

点で熔岩と区別することができる。 

熔岩と凝角礫岩中の本質火山角礫をなす輝石安山岩とは，黒色のものがもつとも 

多く，暗色・暗色のものなどがある。斑晶は処によって多少があるが，一般に長 

さ2～3m mの斜長石が認められ，有色鉱物はそれほど多くはない。なお一部では長 

さ1.0c m程度の斜長石の大晶を，多量に含むものがある（易国間の南方，目滝沢の 

上流付近，奥戸の南方，奥戸川の中流付近など)。鏡下における観察を一般にみられ 

るもの（Ⅰ）と，斜長石の大型斑晶を多く含むもの（Ⅱ）とに分けて記載する。 

（Ⅰ）の安山岩は普通輝石紫蘇輝石安山岩で，そのうち久野久による火山岩の分類 

方法に従えばⅤd 型のものが多いが，そのほかにⅤd →c 型のものが若干含まれてい 

る（目滝沢，易国間川支流滝ノ沢など)。 

そのうちⅤd型のものを記すと次のようである。 
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斑晶：斜長石・紫蘇輝石・普通輝石（石英） 

斜長石は曹灰長石に属し，長さ2.0～3.0m m 程度で，外縁部に累帯構 

造がみられる。紫蘇輝石は長さ1.0m m程度の短柱状である。普通輝石は 

長さ0.5m m程度の短柱状で，やゝ波動消光をなすものが含まれている。 

量的には紫蘇輝石が普通輝石にべてやゝ多い。石英はまれに2.0m m 

程度の円味を帯びたものが含まれている。 

聚斑状集合体：斜長石・普通輝石および紫蘇輝石からなる径3.0～4.0m m程度 

のものがまれに含まれている。 

石基：ガラス基流晶質ないし間状の組織を示し，斜長石・普通輝石・紫蘇輝石 

および少量の鉄鉱とガラスとからなっている。 

Ⅴd →c 型のものは斑晶はⅤd 型のものとほとんどかわりはないが，石基にピジョ 

ン輝石を含み紫蘇輝石の周囲はピジョン輝石によって取り巻かれている。 

さきに述べた凝角礫岩の拠出物中に，取り込まれた花崗岩ようの捕獲岩片は， 

Ⅴd型の岩石のなかにみられる。鏡下では白色部は石英・斜長石からなり，黒色部は 

主として色のガラスからなっている。そのほかに紫蘇輝石と少量の普通輝石および 

鉄鉱が含まれている。白色部の石英・斜長石・紫蘇輝石は集まって花崗岩に似た粒状 

の組織を示しており，このような集合体や単晶が，いずれも融を受けて円味を帯び 

た破片として，ガラスのなかに散在している。斜長石はほとんどのものが，外縁部あ 

るいは全体が虫喰状にガラス化しており，紫蘇輝石は中核，あるいは全体に細かい鉄 

鉱粒を伴ない，また劈開に沿ってガラス化している。このような捕獲岩は，おそらく 

花崗岩質な岩石が岩漿中に捕獲され，一部は再熔融してガラスを生じ，また角閃石あ 

るいは黒雲母の大部分は輝石に変化してできたものであろう。 

（Ⅱ）の安山岩は石基は暗色で，やゝ粗鬆な岩石で，鏡下に検するとⅤd →c 型 

に含まれる橄欖石含有紫蘇輝石普通輝石安山岩である。 

斑晶：斜長石・普通輝石・紫蘇輝石・橄欖石 

斜長石は長さ5.0～10.0m m 程度のものと，0.5～2.0m m 程度のもの 

とがある。前者は灰長石に属し，後者は曹灰長石に属す。普通輝石は長さ 

1.0m m位までで比的沢山含まれており，一部のものは波動消光する。 

紫蘇輝石は長さ0.5m m位まで，ほとんどが普通輝石と平行連晶をしてい 

る。橄欖石は少量含まれており，まったく緑泥石ようの鉱物によって， 

置き換えられているが外形から判別することができる。 
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聚斑状集合体：径3.0～5.0m mのものが少量含まれており，斜長石・普通輝石・ 

紫蘇輝石からなっている。 

石基：間粒状組織を示し，斜長石・ピジョン輝石・紫蘇輝石・鉄鉱および少量の 

ガラスからなる。紫蘇輝石は比的少量で，ほとんどがその周囲をピジョ 

ン輝石によって取り巻かれている。 

石英安山岩は輝石安山岩とともに目滝山付近，材木部落付近などをはじめ，各所に 

小さな岩体をなして散在している。主として熔岩と凝角礫岩とからなっており，ま 

た一部に岩脈がみられる。岩質からみて目滝山・大滝山の付近などに分布して，石英 

と斜長石とのやゝ大型な斑晶を密に含むもの（Ⅰ）と，材木部落付近に分布して石英 

の斑晶を含まず，斜長石の斑晶が小型なもの（Ⅱ）とに分けることができる。 

（Ⅰ）の型のものを目滝山型，(Ⅱ）の型のものを材木型の石英安山岩と呼ぶことと 

する。 

（Ⅰ）目滝山型の石英安山岩は，図幅地域のほゞ中央の大滝山および目滝山の周辺 

部に,やゝ広く分布するほか，易国間川の目滝沢の上流や，奥戸
おこつべ

川の上流大滝付近な 

どに粗い凝角礫岩と熔岩流として分布するほか，奥戸川の中流や，奥戸部落の南の 

天狗山付近に岩脈として現われている。 

熔岩・岩脈や凝角礫岩中の本質火山礫の石英安山岩は，岩質は斑晶の大きさ，石 

基の色などにやゝ違いがみられるが，鏡下で観察した結果では，大部分は紫蘇輝石普 

通輝石角閃石石英安山岩である。一般に帯緑色・暗色・白色などを示し，やゝ 

粗鬆な岩石である。鏡下の観察を次に述べる。 

斑晶：石英・斜長石・角閃石・普通輝石・紫蘇輝石 

石英は5.0m m程度以下で，円味を帯び清澄である。斜長石は中性長石に 

属し，長さ5.0m m程度で累帯構造がよく発達している。角閃石は普通角 

閃石で，長さ3.0m m程度，一部または全部がオパサイト化しているもの 

がある。普通輝石および紫蘇輝石は，長さ0.5m m程度である。角閃石と 

輝石とは一部縁泥石化していることがある。 

聚斑状集合体：斜長石・角閃石・輝石などからなる1.0～2.0c m大のものが多 

数含まれている。 

石基：ガラス質ないしガラス基流晶質，あるいは微晶質組織を示し，斜長石・ア 

ルカリ長石・珪酸鉱物・鉄鉱・ガラスなどからなる。また，まれにジルコ 

ンと燐灰石とが含まれている。 
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なお，弥一郎沢の支沢の上流に分布している石英安山岩は，これらとよく似た見掛 

けをしているが，有色鉱物の斑晶として角閃石と少量の黒雲母とを含み，輝石をまっ 

たく含まないものがある。 

（Ⅱ）材木型の石英安山岩は，大間町材木部落の近くに分布する。材木部落から北 

に向かい，ほゞ赤石までの海岸線において観察することができる。本岩は熔岩流のみ 

からなり，火山砕岩は伴なっていない。熔岩は美麗な柱状節理が発達しており，こ 

の地方では材木石と呼んでいる。 

本岩は青色を呈し，斑状のやゝ粗鬆な岩石で，円味を帯びた捕獲岩片が所によっ 

て著しく多量に含まれており，大きなものは径1mに達するものがある。 

材木北方の赤石と呼ばれている付近の岩石は，白く著しく珪化された変質岩で，表 

面は酸化鉄のため赤く汚れている。この付近は後に記載する赤石鉱山の鉱脈を胚胎し 

ており，岩石は変質作用のために，原岩の鉱物や組織はまったく残っていないが，少 

なくとも海岸線に近い部分にみられる岩石は，周囲の関係からみて本石英安山岩から 

変質したものと思われる。 

本岩は鏡下の観察では，久野久によるⅤe 型に含まれる普通輝石紫蘇輝石石英安 

山岩である。 

斑晶：斜長石・普通輝石・紫蘇輝石 

斜長石は中性長石に属し，2.0～3.0m m程度のもので，そのうちに清澄 

なものと，ガラスや塵状の包有物に富むものや，内核が包有物に富み，周 

縁が清澄なものなどがある。後者はおそらく外来結晶に由来するものであ 

ろう。普通輝石および紫蘇輝石はいずれも長さ1.0m m以下のもので，周 

囲や劈開にって，わずかに２次的に鉄サポナイトに変わっている。 

石基：微晶質 

少量の斜長石・紫蘇輝石・鉄鉱とその間をうずめるアルカリ長石・珪酸 

鉱物からなり，また微細な空をうずめてクリストバライト・鱗珪石が認 

められる。 

前記の捕獲岩は帯黄色を呈し，鏡下では斜長石・普通輝石・紫蘇輝石・鉄鉱およ 

びガラスからなる玢岩ようの同源捕獲岩である。なお，この捕獲岩のなかには細かい 

空に富み，空中には微細な鱗珪石が簇生していることがある。 
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Ⅱ.３.８ 花崗閃緑玢岩 

本岩は大畑川の支流弥一郎沢から上近藤沢にかけて，薬研層の擬岩と普通輝石安 

山岩とを貫いている。貫いている状態は弥一郎沢でよく観察することができる（第２ 

 

 

 

 

 

 

a ，b ：石英安山岩質凝灰岩 c ：花崗閃緑玢岩 

第２図 花崗閃緑玢岩と薬研層との貫入関係を示す一例（大畑川支流弥一郎沢付近） 

図)。こゝでは玢岩は，前記の岩石を岩脈状にこまかく貫いており，接している付近 

では周囲の岩石にやゝ変質作用をあたえている。すなわち，薬研層の凝岩や熔岩 

は，一般に岩石全体あるいは造岩鉱物の一部が緑泥石化しており，局地的に粘土化， 

あるいは珪化しているが緑石はみられない。しかし玢岩が頻繁に貫いている弥一郎 

沢の中流では，安山岩は緑石化作用を著しく受けており，とくにこの付近に分布し 

ている濃緑色，緻密な普通輝石安山岩は，玢岩に接している部分で帯黄緑色粗鬆な岩 

石に変わり，粒状あるいは脈状に緑石が弥漫している。 

本岩は緑色の中粒な岩石で，露頭の表面は風化が進み砕け易くなっている。 

主成分鉱物：斜長石・石英・カリ長石・角閃石・普通輝石 

斜長石は長さ3.0m m程度の斑晶ようのものと，長さ2.0m m 以下のもの 

とが含まれており，いずれも自形を呈し，一部は曹長石化している。石英 

とカリ長石とは連晶をなし微象組織を呈して，他の鉱物の間をうめて 

いる。角閃石は長さ3.0m m程度で，ほとんどが緑泥石に変わっている。 

普通輝石は長さ2.0m m程度までで，角閃石に比するとやゝ量は少ない。 

一部は緑泥石化しているものもあるが概して新鮮である。 

副成分鉱物：ジルコン・鉄鉱 

２次鉱物：緑簾石・緑泥石・曹長石・炭酸塩鉱物 

なお，本岩の一部には変質作用を著しく受けている部分があり，また鏡下ではやゝ 
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圧砕作用を受けているものが認められる。 

本岩は大畑層には覆われているが，易国間安山岩類およびその他の岩類との関係は 

的確には定められない。 

Ⅱ.３.９ 大 畑 層 

本層は軽石質の凝岩と，凝質砂岩・泥岩などからなる，おそらく湖成堆積と 

思われる地層であり，標式地の東隣の大畑図幅内では，大畑川の下流，薬研温泉と小 

目名部落との間で易国間層（この図幅における易国間安山岩類に相当する）を不整合 

に覆っている。この図幅地域内では，大畑川の上流にやゝ広く分布している。 

標式地付近とこの地域とでは，分布が離れており直接の関係は判らないが，岩質や 

下位層との関係などからみて，同一の地層としたものである。 

この地域の本層は，先にも述べたように易国間安山岩類から，薬研層におよぶ著し 

い不整合面をもって覆っている。本層は凝岩だけからなる部分では，ほとんど層理 

を示さないために細部に亘る構造は明らかではないが，砂岩・泥岩などを多く挾ん 

でいる部分で知られる限りでは,ほとんど水平に近く，大畑川の上流仁部川の付近で 

は，ほゞ南北の走向をもって緩い褶曲を示している。本層の層厚はもっとも厚い所で 

100mである。 

本層の岩相は一般に最下部は泥岩を主とし，上部に向かうに従い砂岩および船泥 

岩と軽石質凝岩との互層に移り，さらに主として軽石質凝岩のみからなる岩相に 

移化している。しかし岩相は側方に幾分変化する傾向があり一様ではない。 

泥岩は一般に色～白色のやゝ凝質な岩石で，層理は余り明らかではない。 

しかし砂岩などと互層している場所ではラミナが多少発達しているものが認められ 

る。風化をうけると脱色し，表面は黄色～黄色に汚れていることが多い。本岩中 

にはしばしば微細な植物の破片を含み，まれには50c m大までの，やゝ炭化した木片 

を含んでいることがある。 

凝質砂岩は白色中粒～粗粒のやゝ脆弱な，後に述べる軽石質凝岩とよく似 

た岩石である。一般に有色鉱物粒の多い部分と少ない部分とが黒白の縞状のラミナを 

示している。 

軽石質凝岩は白色粗粒の，脆弱な岩石であるが部分的にはかなり固結してい 
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る。石英（5.0～10.0m m 大)・斜長石（5.0～7.0m m )・普通輝石（2.0m m 大)・ 

紫蘇輝石（5.0m m大）と白色の軽石とを含んでいる。そのほかに少量の泥岩（本 

層の下部にある泥岩と同質のものである)，色の石英安山岩などの礫を含み，ま 

た太兵衛川の上流や重兵衛沢の中流では，下位の佐井層や薬研層の構成岩類を礫とし 

て取り込んでいる。軽石は1.0～3.0c mの不定形の礫として取り込まれているほか， 

5.0c m程度の定方向にのびたレンズ状の岩片が取り込まれていることがある。 

本層からは前述の植物破片・木片などのほかはまったく化石を産しない。植物破片 

は鑑定にたえ得るものはなかった。したがって近隣地域と正確な対比を行なうことは 

できないが，泥岩の固結度からみて下北半島東部の，近川付近に分布する野辺地層 

より下位の地層と考えられ，また，本層のなかの軽石質凝岩は津軽半島における蟹 

田層，あるいは近川付近の砂子又層のなかに含まれている凝岩に岩質が近似してお 

り，ほゞ両層に相当する新第三紀鮮新世の地層と考えられる。たゞし蟹田・砂子又の 

両層は海成の地層と考えられ，また下位の地層とは少なくとも一部で整合に重なって 

いる点など，本層とやゝ異なる点がある。本層はこの付近では植物破片などを含み， 

貝化石をまったく含まず，泥岩・砂岩などのなかに，しばしば葉理が発達している 

ことなどからみて，おそらく湖成の堆積層と考えられるが，この時期には地域によっ 

て幾分堆積環境が異なっていたものであろう。 

Ⅱ.４ 第 四 系 

Ⅱ.４.１ 段丘堆積層 

この地域の北方，佐井から大間岬までと，大間岬から易国間までの間の海岸線沿い 

には，かなり明瞭な海岸段丘面とその堆積物が認められる。 

高低２段の海岸段丘が大間岬と奥戸・佐井をむすぶ海岸沿いにみられる。すなわち 

標高40～60m の高位段丘と，標高10～15m の低位段丘とで，堆積物は主として 

砂・礫からなり，粘土を挾んでいる。砂層中にはしばしば薄い砂鉄層を挾有し，調査さ 

れたことがある15）。大間岬から易国間までの海岸には，高位段丘はみとめられない。 

Ⅱ.４.２ 冲 積 層 

この地域の海岸線が，断層性のものであるため山地は海岸まで迫っており，冲積層， 
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はほとんどない。わずかに佐井付近と大間岬に近い部分に狹い範囲に分布しており， 

砂・礫・粘土からなっている。 

 

 

Ⅲ. 応 用 地 質 

 

この図幅地域には金属鉱床が多数散在している。しかし交通が不便であり，とくに 

冬季積雪量が多いため開発が遅れている。現在，稼行されているものには佐井鉱山， 

また調査当時探鉱中のものには青森鉱山・赤石鉱山がある。このほかに大豊鉱山・三 

九郎鉱山・白土鉱山・干金鉱山・大畑鉱山など，過去に稼行，あるいは探鉱されたも 

のがある。 

また，大間付近の海岸段丘堆積層のなかに，砂鉄層が挾有されており，これを対象 

として調査が行なわれたが（文献15）稼行の対象となったことはない。以下におもな 

鉱山について記載する。 

佐 井 鉱 山 

位置および交通 本鉱山は下北郡佐井村の大佐井川の上流約10k m，大滝沢沢口付 

近に鉱山事務所がある。佐井からは佐井営林署の林用軌道が通じ，鉱石は軌道上を馬 

車によって搬出し，佐井港からは船便によっている。最近佐井－川内間の県道新設 

工事が前記軌道に平行して進捗しており，調査当時はぼゞ佐井から戸沢の沢口付近ま 

で延びていた。本道路が完成すればトラック便によって大湊方面に鉱石を搬出するこ 

とができ，至って便利となる。 

沿革および現況 本鉱山発見の事情は詳らかではないが，明治20年に鉱区が設定 

され着業して以来，大正2年には20 t 熔鉱爐が建設され，採掘が進んだが大正9年 

に休業，その後昭和15年に再開，戦事中稼行された。昭和27年現鉱業権者，日窒鉱 

業株式会社が稼行に着手以来，付近の採鉱も，地表調査，電気探鉱なども進み，調 

査当時は年間2,000tの処理能力をもつ浮游選鉱場を設備し，精鉱として月産銅鉱約 

100t（C u：28～29％)，亜鉛鉱約50～60t（Z n：50％）を産出していた。 

地質および鉱床 この付近の地質は新第三系の基盤をなす長浜層を構成している黒 

色千枚岩・緑色千枚岩・珪岩などの互層と，これを貫く石英玢岩の岩脈からなってい 
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る。これらの岩石を截ってN N E方向の断層が多く発達している。本鉱山の鉱床は， 

この断層に沿って胚胎する鉱脈群であり，大滝沢の中流付近に胚胎する一の沢坑の鉱 

体（１号と呼ばれている）をはじめ，多数の鉱脈が散在している（第３図)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３図 佐 井 鉱 山 鉱 床 分 布 図 

このうち主として稼行されているものは，一の沢の鉱脈であり，そのほかに大黒坑・ 

戸沢坑において坑道掘進を行ない，採鉱を行なっている。 

主鉱体である一の沢の鉱体は，黒色千枚岩と石英玢岩とを截る断層に沿うN 30ﾟW  

の走向をもち，ほとんど直立ないし70ﾟS Wの傾斜をもつ，黄銅鉱・黄鉄鉱・石英脈 

で，閃亜鉛鉱・方鉛鉱を伴なっている。その延長は700m以上，幅は0.3～2.0m 

で膨縮する。一般に石英玢岩中では幅は一定しているが，千枚岩中では不安定で， 

割れ目に沿って分枝する傾向があるといわれている。 

なお鉱脈は，一部でN 4 0～50ﾟE の方向性をもった断層で截られているが，落差 
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はあまり大きくないもののようである。 

青 森 鉱 山 

位置および交通 大間町奥戸部落から奥戸川の上流約6k mの地点に白土沢鉱床， 

その上流約4k mの上流，大滝山の北北東に大滝鉱床がある。白土沢鉱床の付近まで 

は，大間営林署の林用軌道が通じており，調査当時には，さらに上流の大滝方面に軌 

道を延長するために工事中であった。 

沿革および現況 本鉱山は，大正の初期日本鉱業株式会社および山田初太郎，田中 

鉱業株式会社らによって採鉱されたことがある。その後昭和11年太陽産業株式会社 

により採鉱が始められ，昭和13年にはかなり採掘を行なったが，鉱床の周囲が粘土 

質なため，採掘状件が悪く稼行を中止した。調査当時には，日鉄鉱業株式会社によっ 

て電気探鉱と試錐とによる探鉱が行なわれ，白土沢鉱床では坑道掘進の準備を行なっ 

ていた。 

地質および鉱床 白土鉱床付近は，易国間安山岩類に属する安山岩質凝角礫岩と 

石英安山岩（目滝山型）の岩脈とからなっている。鉱床は石英安山岩のなかに胚胎す 

る塊状鉱床で，鉱体の周辺は著しく粘土化および珪化している。変質作用は石英安山 

岩中でもっとも著しいが，周辺の安山岩質凝角礫岩も幾分変質しており，やゝ緑色 

化している。坑道は奥戸川から東側に向かって掘進されているが，調査当時は一部が 

水没しており，坑内を整理中で確かめることはできなかったが，従来の調査結果によ 

れば，坑内は主として葉石・ディアスポル石からなる部分（葉石化帯）と，主と 

してカオリンからなる部分（カオリン化帯）とに分かれ，鉱体は主としてカオリン化 

帯のなかに胚胎している。鉱体を形成するものは主として黄鉄鉱で，これに硫砒銅鉱 

を伴なっている。なお，そのほかに微量であるが，銅藍の比較的大きく美麗な結晶を 

産することで知られている。 

大滝鉱床は，易国間安山岩類に属する安山岩質凝角礫岩と，熔岩および石英安山 

岩質熔岩（目滝山型）とからなっている。鉱床の周辺は広く変質作用を受けている。 

鉱体は主として安山岩質凝角礫岩と，石英安山岩熔岩とから変質したとみられる粘 

土化帯のなかに胚胎している塊状の鉱体である。現在坑道はほとんど破損しているた 

め，鉱床の状況は明らかではないが，資料によれば粘土化帯中に10c m大の球状の 

鉱体が散在し，鉱石は主として黄鉄鉱からなり，これに硫砒銅鉱を伴ない，そのほか 
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に重晶石・繊維亜鉛鉱・ヨルダン鉱などを含むものといわれる。 

赤 石 鉱 山 

位置および交通 本鉱山は大間町奥戸部落の南，赤石付近にあり，県道から海岸よ 

りに鉱床の露頭がみられる。 

沿革および現況 海岸線の露頭付近に，大正初期に試錐調査を実施して以来，永く 

採鉱は中止されていたが，最近前記青森鉱山とともに日鉄鉱業株式会社によって，県 

道の東側，天狗山側を試錐調査中であった。 

地質および鉱床 赤石付近は易国間安山岩類に属する安山岩質凝角礫岩と，石英 

安山岩質熔岩（材木型）とからなっている。これらのなかには赤石付近から天狗山の 

南側から黒岩川の中流付近にかけて，やゝ大きな変質帯が分布している。赤石付近の 

鉱床露頭はこの変質帯のうち珪化帯（おそらく原岩は石英安山岩と考えられる）のな 

かに発達する黄鉄鉱・黄銅鉱・閃亜鉛鉱・方鉛鉱などを伴なう網状の石英脈で，これ 

らのほかに方解石・重晶石などを含んでいる。 

千金マンガン鉱山 

位置および交通 佐井村古佐井から古佐井川を上流にのぼり，支沢である橋掛沢か 

らさらに北方の流家戸山に向かい，通称太衛門沢をのぼる。鉱床は太衛門沢の最上流 

にある。佐井から太衛門沢沢口までは，佐井営林署の林用軌道が通じている。かつて 

本鉱山を稼行した際には鉱石は山元で粉砕し，木によって流しを行ない，太衛門 

沢下流の二股付近まで送り，こゝから人力によって沢口まで搬出したという。 

沿革および現況 第二次大戦中の開発になり，終戦後一時休止していたが，昭和 

21年に再開，少量の鉱石を出鉱したが現在は休山中である。 

地質および鉱床 この付近の地質は，佐井層の流家戸山型の流紋岩の流紋岩熔岩と 

凝角礫岩とからなっている。鉱床はこのなかに胚胎する酸化マンガン鉱で，玉髄質 

の石英に伴なって産する。坑道は現在ほとんどが入口が埋没しており，鉱床の型態， 

規模は判らないが，資料によればほとんど水平に分布しているとのことである。 

その他の鉱床 

大豊鉱山は長後部落の南西の海岸線に，長浜層の珪岩・輝緑岩と石英玢岩との岩脈 

が分布している付近で，このなかの珪岩中に発達する黄鉄鉱・黄銅鉱・閃亜鉛鉱を含 

む石英の網状脈を鉱体とするものである。大正時代に坑道による採鉱が行なわれた 
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が，その後休止している。 

三九郎鉱山は川内町の湯ノ川最上流三九郎沢に位置し，付近は佐井層の珪質頁岩と 

粗粒玄武岩類とからなっている。鉱床は粗粒玄武岩中に発達する黄鉄鉱・黄銅鉱を含 

む石英脈であり，一部は岩石中に鉱染している。鉱脈はN 40ﾟEの走向をもち，60ﾟ 

N Eに傾斜している。河床に近い部分から坑道が開かれているが，掘進当時の状況に 

ついては明らかでない。, 

白土鉱山は佐井村古佐井川の上流焼山沢の東側，白土山に近い通称白土沢の下流に 

位置している。この付近は佐井層の硬質頁岩と粗粒玄武岩，および白土山付近に広く 

拡がっている流紋岩の熔岩と，一部凝岩とからなっている。鉱床は硬質頁岩と粗粒 

玄武岩中とに発達する黄鉄鉱・黄銅鉱・閃亜鉛鉱・方鉛鉱を含む石英脈で，N 80ﾟE 

の走向をもちほとんど直立している。坑道は一部破損しており，詳細は不明である。 

大畑鉱山は大畑町大畑川の上流の弥一郎沢の中流に位置し，鉱山のやゝ下流までは 

大畑営林署の林用軌道が通じている。付近は薬研層の石英安山岩質凝岩とそのなか 

に挾在する頁岩・普通輝石安山岩などと，これらを貫く花崗閃緑玢岩とからなってい 

る。鉱床は安山岩・流紋岩質凝岩・頁岩などのなかの変質帯に発達する塊状鉱体 

である。閃亜鉛鉱をまじえる黄鉄鉱鉱床で，坑道は多数開かれているが現在は破損し 

ており，採掘当時の状況は明らかでない。 
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F U J I O  U E M U R A  
 

(W r i t t e n  i n  1960)  
 

 

(A b s t r a c t)  
 

 

 

G E O L O G Y  
 

T h e  a r e a  m a p p e d  i s  l o c a t e d  i n  t h e  h e a d  p a r t  o f  S i m o k i t a  
p e n i n s u l a  w h i c h  f a c e s  t h e  s o u t h w e s t e r n  H o k k a i dō  a c r o s s  t h e  T s u-  
g a r u  s t r a i t.  

G e o l o g i c a l l y  t h e  a r e a  i s  o c c u p i e d  m a i n l y  b y  N e o g e n e  v o l c a n -  
i c s  a n d  s e d i m e n t s ,  a n d  p a r t l y  b y  t h e i r  b a s e m e n t a l  r o c k s.   T h e  
g e o l o g i c  s e q u e n c e  i n  t h i s  a r e a  i s  g i v e n  i n  T a b l e  1.  
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B A S E M E N T A L  R O C KS  
 

T h e  N a g a h a m a  f o r m a t i o n  i s  d i s t r i b u t e d  i n  t h e  s o u t h w e s t e r n  
c o r n e r  o f  t h e  a r e a  a n d  c o n s i s t s  m a i n l y  o f  b l a c k  o r  g r e e n- c o l o r e d  
p h y l l i t e  o r  s c h i s t ,  q u a r t z i t e,  d i a b a s e  a n d  a  s m a l l  a m o u n t  o f  c r y -  
s t a l l i n e  l i m e s t o n e.   T h e  c o n t a c t  a u r e o l e  o f  t h e  i n t r u d e d  r o c k s  
i s  2～ 3  m  i n  w i d t h  a n d  c h a r a c t e r i z e d  b y  t h e r m a l l y  m e t a m o r-  
p h o s e d  p a r t  h a v i n g  m u s c o v i t e  p o r p h y r o b l a s t s.   N o  f o s s i l s  a r e  d i s-  
c o v e r e d  f r o m  t h i s  f o r m a t i o n.  

T h e  q u a r t z  d i o r i t e  i n t r u d e s  t h e  N a g a h a m a  f o r m a t i o n  a n d  i s  
e x p o s e d  a t  t h e  s o u t h e r n  p a r t  o f  N a g a h a m a  c o a s t.   P e t r o g r a p h i-  
c a l l y ,  i t  i s  b i o t i t e-h o r n b l e n d e  q u a r t z  d i o r i t e  a n d  i s  c h a r a c t e r i z e d  
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b y  w e a k l y  m y l o n i t i z e d  b u t  r e m a r k a b l y  a l t e r e d  p a r t s.  
Q u a r t z  p o r p h y r i t e   M a n y  s m a l l  d y k e s  o f  a u g i t e -h o r n b l e n d e  

q u a r t z  p o r p h y r i t e  c u t  t h e  N a g a h a m a  f o r m a t i o n.   U s u a l l y  t h e y  
a r e  r e m a r k a b l y  a l t e r e d.  

N E O G E N E  
T h e  S a i  f o r m a t i o n  i s  t h e  l o w e r m o s t  o f  t h e  N e o g e n e  i n  t h e  

m a p p e d  a r e a  a n d  t y p i c a l l y  e x p o s e s  a l o n g  t h e  c o a s t  f r o m  I s o y a  t o  
S a i.  

T h i s  f o r m a t i o n  s t a r t s  f r o m  b a s a l  c o n g l o m e r a t e  c o n t a i n i n g  t h e  
s o r t e d  p e b b l e s  o f  t h e  b a s e m e n t a l  r o c k s  s u c h  a s  q u a r t z i t e,  b l a c k  
p h y l l i t e  a n d  g r e e n  p h y l l i t e.   U p o n  t h i s  c o n g l o m e r a t e,  t h e  a l t e r  
n a t i o n s  o f  b l a c k  h a r d  s h a l e,  r h y o l i t e s  a n d  d o l e r i t e s  s u c c e e d.  

T h e  r h y o l i t e  w i d e l y  d e v e l o p e d  i n  t h e  c e n t r a l  p a r t  o f  t h e  
m a p p e d  a r e a,  o c c u r s  a s  l a v a  f l o w  i n t e r c a l a t i n g  t h i n  l a y e r s  o f  
r h y o l i t i c  t u f f.  

P e t r o g r a p h i c a l l y ,  t h e s e  r o c k s  a r e  g r o u p e d  i n t o  f o u r  t y p e s,  
n a m e l y  r e m a r k a b l y  p o r p h y r i t i c  h o r n b l e n d e  r h y o l i t e,  n o n-p o r p h y -  
r i t i c  r h y o l i t e,  b i o t i t e-h o r n b l e n d e  r h y o l i t e  w i t h  i n t e r c a l a t i o n s  o f  
p i t c h s t o n e  a n d  v i t r e o u s  r h y o l i t e  o f  r e d d i s h  b r o w n  c o l o r.   T h e  
l a s t  o n e  i s  p a r t l y  d i s t r i b u t e d  i n  N a g a r e g e d o-y a m a  (m o u n t a i n).  

T h e  d o l e r i t e s  i n  t h e  S a i  f o r m a t i o n  i n c l u d e  o l i v i n e - a u g i t e  
d o l e r i t e  a n d  b a s a l t ,  a n d  o c c u r  a s  l a v a  f l o w s,  i n t r u s i v e  s h e e t s  a n d  
d y k e s.  

I n  t h e s e  r o c k s,  f o s s i l s  h a v e  n o t  b e e n  d i s c o v e r e d  e x c e p t  o f  
M a k i y a m a  c h i t a n i i  (M A K.),  w h i c h  a r e  r a r e l y  r e c o g n i z e d  i n  t h e  
b l a c k  h a r d  s h a l e.   H o w e v e r,  f r o m  t h e  s t r a t i g r a p h i c a l  p o i n t  o f  
v i e w,  t h e  S a i  f o r m a t i o n  i s  a b l e  t o  b e  c o r r e l a t e d  w i t h  F u k u y a m a  
f o r m a t i o n  d e v e l o p e d  i n  s o u t h w e s t e r n  H o k k a i dō .  

T h e  Y a g e n  fo r m a t i o n  t y p i c a l l y  e x p os e s  a l o n g  t he  l o we r  c o ur s e  
o f  t h e  O h a t a - g a w a  ( r i v e r)  i n  t h e  n e i g h b o u r i n g  O h a t a  m a p  a r e a.  
T h i s  f o r m a t i o n  u n c o n f o r m a b l y  c o v e r s  t h e  S a i  f o r m a t i o n  i n  t h e  
s o u t h e r n  p a r t  o f  t h e  a r e a.   I t  s t a r t s  f r o m  b a s a l  c o n g l o m e r a t e  
a n d  s u c c e e d s  c h i e f l y  t o  t h e  v o l c a n i c  p r o d u c t s  a l t e r e d  t o  g r e e n-  
c o l o r e d  r o c k s  ( s o - c a l l e d  g r e e n  t u f f),  a n d  i n  t h e s e  v o l c a n i c  p r o d-  
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u c t s  t h e r e  a r e  so m e  i n t e r c a l a t e d  s e d i me n t s  a s  a  l o c a l  f a c i e s.   T h e  
f o r m e r  i s  t h e  Y u n o k a w a  g r e e n  t u f f  m e m b e r  a n d  t h e  l a t t e r  i s  t h e  
Y u n o k o g a w a  s a n d s t o n e  a n d  m u d s t o n e  m e m b e r.  

Y u n o k a w a  g r e e n  t u f f  m e m b e r  i n c l u d e s  c o n g l o m e r a t e  c o n t a i n-  
i n g  t h e  p e b b l e s  o f  b a s a l t  a n d  r h y o l i t e ,  a n d e s i t i c  a n d  d a c i t i c  
g r e e n  t u f f  i n t e r c a l a t e d  w i t h  l a v a s  a n d  t h i n  l a y e r s  o f  m u d s t o n e .  
Y u n o k o g a w a  s a n d s t o n e  a n d  m u d s t o n e  m e m b e r  i n c l u d e s  s a n d s t o n e  
a n d  m u d s t o n e  i n t e r c a l a t e d  w i t h  t h i n  b e d  o f  g r e e n  t u f f.   M a r i n e  
m o l l u s c a n  f o s s i l s  a r e  d i s c o v e r e d  i n  t h e  M u t s u k a w a u c h i  m a p  a r e a.  

T h e  Y a g e n  f o r m a t i o n  m a y  b e  c o r r e l a t e d  t o  t h e  K u n n u i  f o r m a -  
t i o n  d e v e l o p e d  w i d e l y  i n  s o u t h w e s t e r n  H o k k a i dō ,  a n d  i s  r e g a r d-  
e d  a s  m i d d l e  M i o c e n e  i n  a g e.  

T h e  O m a  f o r m a t i o n  r e s e m b l e s  t o  t h e  r o c k s  o f  t h e  s o- c a l l e d  
“ h a r d  s h a l e” d i s t r i b u t e d  w i d e l y  i n  N o r t h e a s t  J a p a n  a n d  H o k k a i -  
dō,  a n d  c o n s i s t s  m a i n l y  o f  h a r d  s h a l e,  b u t  i n c l u d e s  
n o n- s t r a t i f i e d,  
d a r k  g r a y  m u d s t o n e  i n  t h e  u p p e r  p a r t.   T h e s e  r o c k s  r a r e l y  
c o n t a i n  o r g a n i c  r e m a i n s  s u c h  a s  C y c l a m i n a  a n d  M a k i y a m a.  

T h e  B e n t e n- j i m a  r h y o l i t e  i s  e x p o s e d  i n  t h e  B e n t e n - j i m a  ( i s-  
l a n d)  a n d  c h a r a c t e r i z e d  b y  a b u n d a n t  p h e n o c r y s t s  o f  q u a r t z  a n d  
p l a g i o c l a s e  a n d  c h l o r i t i z e d  h o r n b l e n d e  o f  l i t t l e  q u a n t i t y.  

T h i s  r o c k  s e e m s  t o  b e  c o n t e m p o r a n e o u s  w i t h  t h e  s e d i m e n t s  
o f  t h e  O m a  f o r m a t i o n.  

The  Orito-yama basa l t  i s  composed  o f  o l iv ine-aug i te  basa l t  and  
n a r r o w l y  o c c u r s  a s  i n t r u s i v e  b o d y  a l o n g  t h e  n o r t h e a s t e r n  c o a s t  
o f  t h e  a r e a.   T h e  r o c k  p e n e t r a t e s  i n t o  t h e  O m a  f o r m a t i o n  b u t  
n e v e r  t h e  I k o k u m a  a n d e s i t e s.   S o  t h e  i n t r u s i o n  i s  a s s u m e d  t o  
h a v e  b e e n  j u s t  a f t e r  t h e  s e d i m e n t a t i o n  o f  t h e  u p p e r  p a r t  o f  t h e  
O m a  f o r m a t i o n.  

T h e  Za i m o k u g aw a  f or ma t i o n  e x po ses  t y p i c a l ly  bu t  na r r o wly  in  
t h e  m i d- s t r e a m  o f  t h e  Z a i m o k u - g a w a  ( r i v e r)  a n d  i s  c o m p o s e d  o f  
d i a t o m a c e o u s  s i l t s t o n e.   T h i s  f o r m a t i o n  i s  l i t h o l o g i c a l l y   a b l e  t o  
c o r r e l a t e  w i t h  t h e  K u r o m a t s u n a i  f o r m a t i o n  o f  s o u t h w e s t e r n  H o k-  
k a i dō.  

T h e  I k o k u m a  a n d e s i t e s  a r e  i n t e r m e d i a t e  r o c k s  w h i c h  r a n g e  
f r o m  d a c i t e,  t h r o u g h  q u a r t z-b e a r i n g  a n d e s i t e  t o  p y r o x e n e  a n d e s-  
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i t e  i n  c o m p o s i t i o n.  
T h e  q u a r t z- b e a r i n g  a n d e s i t e  a p p e a r s  a s  l a v a  f l o w  c o v e r i n g  

t h e  u p p e r  p a r t  o f  K o d o m a r i  f o r m a t i o n  a t  t h e  t o p  o f  D a i k a i-y a m a  
(m o u n t a i n).   T h e  p y r o x e n e  a n d e s i t e  o c c u r s  m o s t l y  a s  t u f f - b r e c c i a  
a n d  p a r t l y  a s  l a v a,  a n d  i s  c h a r a c t e r i z e d  b y  t h e  b l a c k- c o l o r e d  
g r o u n d m a s s  a n d  t h e  a b u n d a n c e  o f  p h e n o c r y s t s.   T h e  d a c i t e  i s  
p e t r o g r a p h i c a l l y  s u b d i v i d e d  i n t o  h o r n b l e n d e - a u g i t e - h y p e r s t h e n e  
d a c i t e  (M e t a k i-y a m a  t y p e)  a n d  a u g i t e-h y p e r s t h e n e  d a c i t e  (Z a i-  
m o k u  t y p e).   T h e  f o r m e r  i s  c h a r a c t e r i z e d  b y  t h e  a b u n d a n c e  a n d  
c o a r s e-g r a i n e d  h a b i t  o f  p h e n o c r y s t s  o f  p l a g i o c l a s e  a n d  q u a r t z.  
T h e s e  r o c k s  s e e m  t o  b e  c o n t e m p o r a n e o u s  w i t h  t h e  s e d i m e n t s  
r a n g i n g  f r o m  t h e  u p p e r  p a r t  o f  t h e  O m a  f o r m a t i o n  t o  t h e  Z a-  
i m o k u  f o r m a t i o n.  

T h e  g r a n o d i o r i t e  p o r p h y r i t e  i s  i n t r u d e d  i n t o  t h e  d a c i t i c  t u f f  
a n d  t h e  a n d e s i t e  o f  t h e  Y a g e n  f o r m a t i o n  i n  t h e  e a s t e r n  p a r t  o f  
t h e  a r e a.   T h e  r o c k  i s  h e a v i l y  a l t e r e d  w i t h  c h l o r i t i z a t i o n,  a l b i t i-  
z a t i o n  e t c .  a n d  w e a k l y  m y l o n i t i z e d.  

T h e  O h a t a  f o r m a t i o n  i s  t y p i c a l l y  e x p o s e d  i n  t h e  O h a t a  m a p-  
a r ea  i n  t he  ea s t.   T h i s  fo r ma t i o n  c o ns i s t s  o f  p u mic e o u s  t u f f,  s a n d-  
s t o n e  a n d  s i l t s t o n e ,  a n d  u n c o n f o r m a b l y  o v e r l i e s  u p o n  t h e  S a i  
f o r m a t i o n  a n d  Y a g e n  f o r m a t i o n .  

Q U A T E R N A R Y  

T h e  Q u a t e r n a r y  d e p o s i t s  a r e  d e v e l o p e d  a t  t h e  s e a s i d e  c o n-  
s t r u c t i n g  t h e  c o a s t a l  t e r r a c e s  a n d  p l a i n s.   T h e  c o a s t a l  t e r r a c e s  
a r e  d o u b l y  d i s t r i b u t e d  a t  t h e  e l e v a t i o n s  o f  1O～ 15m  a n d  40～ 60  
m.  
 

 

ECON OMI C  GEOL O GY 
 

O r e  d e p o s i t s  
I n  t h i s  a r e a ,  o r e  d e p o s i t s  a r e  p r e s e n t  a t  s e v e r a l  p l a c e s  i n  t h e  

b a s e m e n t ,  N e o g e n e  f o r m a t i o n s  a n d  i g n e o u s  r o c k s,  b u t  t h e s e  d e-  
p o s i t s  a r e  n o t  w o r k e d  w i t h  t h e  e x c e p t i o n  o f  S a i  m i n e.  
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T h e  d e p o s i t s  o f  t h e  S a i  m i n e  a r e  v e i n s  w i t h  a  f e w  b r a n c h e s,  
a n d  a r e  e m b r a c e d  i n  t h e  N a g a h a m a  f o r m a t i o n  a n d  q u a r t z  p o r-  
p h y r i t e  a t  t h e  u p p e r  c o u r s e  o f  O z a i-g a w a  ( r i v e r).   T h e  o r e  i s  
c o m p o s e d  o f  c h a l c o p y r i t e,  p y r i t e,  z i n c b l e n d e,  q u a r t z  a n d  c a l c i t e.  

T h e  c l o s e d  m i n e s  a r e  A o m o r i  m i n e  (p y r i t e  a n d  e n a r g i t ) ,  
A k a i s h i  m i n e  (p y r i t e,  c h a l c o p y r i t e,  z i n c b l e n d e  a n d  g a l e n a)  a n d  
S e n k i n  m i n e  (m a n g a n e s e  o x i d e  o r e)  e t c.  
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